
 沼田市は 6月議会に補正予算を計上しましたが、農産物へのサ

ル・シカ・イノシシなど鳥獣被害が増加している状況で、県の事

業として、市も一部財政負担を行い、池田地区や利根町における

「鳥獣被害防止柵を増設」することが、井之川博幸議員の質疑で

明らかになりました。 

 鳥獣被害に対しては、わなを仕掛けるとか、駆除隊を結成し、

猟銃等で駆除を行う、電気柵で 

撃退するなどの対策をとってい 

ますが、広い範囲で人間と害獣 

との住み分けをする防止柵が必 

要されています。 
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 長年にわたって利根沼田文化会館などで開催 

されてきた沼田市主催の行事「敬老会式典」は、 

今年度から廃止することになりました。 

 6月議会に提出された平成 30年度一般会計補 

正予算に対する井之川博幸議員の質疑によって 

明らかになりました。 

 市は、式典に高齢者の出席が減少する中で、 

老人クラブや区長会、高齢者福祉関係団体などの意見を聞き、今 

年度から市が行う「敬 

老会式典」は中止する 

方針で、地域や町など 

で開催する「敬老会」 

の開催や「記念品等」 

の配布などに「補助 

金」として交付するこ 

とになりました。 

沼田市が全面取得したＧＢ２１ 

井之川博幸市議 

 沼田市議会は 6月 20日に本会議を開き、沼高および沼女の同窓会か 

ら提出されていた「群馬県教育委員会が平成 23年 3月に策定した『高 

校教育改革推進計画』に定められている学校規模の適正化の考え方に 

より、早期に沼田利根地区高等学校再編整備計画を策定されるよう要 

望する請願書」について、全会一致で採択し、群馬県知事と教育委員 

長にあて、「意見書」を提出しました。 

 意見書の内容は、「少子化や利根沼田地域外への生徒流出は予想を上 

回り、利根沼田地域に進学校としての拠点校整備が必要との認識のも 

と沼田高校・沼田女子高校それぞれの同窓会総会において、高校再編 

に向かって新たな一歩を踏み出す決意をしたことを述べ、『沼田高校・ 

沼田女子高校の統合再 

編による高いレベルの 

進学を目指す魅力ある 

中核校整備を盛り込ん 

だ沼田利根地区高等学 

校再編整備計画を早期 

に策定されるよう』要 

望する」というもので 

す。 

 市議会では、市監査委員の任期に

よる新監査委員が提案され、現監査

委員の金井章二さんが再任されまし

た。人権擁護委員については、角田

世司さん、藤井巧さんの再推薦、真

庭拓郎さん、茂木恵理子さんの推薦

に同意しました。 

沼女との高校再編が期待されている沼高 

文化会館で開催されていた敬老会式典 

利根町に設置されている鳥獣被害防止柵

を視察した井之川博幸議員 


